
磐田市地域公共交通会議

令和4年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価
（及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（全体）

中部様式

平成１９年１０月１７日設置

令和 ５年 ３月策定予定 磐田市地域公共交通計画策定
（計画期間：令和５年４月～令和１０年３月）

令和 ３年 ６月２８日 フィーダー系統 確保維持計画策定等

令和 ５年 １月２０日 令和４年度評価結果送付
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

【磐田市の概要】
■人口：167,538人（令和４年９月末現在）
■市内公共交通
鉄道：ＪＲ東海道本線（鉄道駅：３駅）

天竜浜名湖線 （鉄道駅：３駅）
バス路線：７路線22系統
デマンド型乗合タクシー：８路線

【計画策定の背景】
デマンド型乗合タクシーにおいて、高齢者や
運転免許自主返納者等の移動手段の確保や、
利用者の増加に伴う配車の供給限界への対応
方法が課題となっている。

【計画の基本的な方針】

■暮らしの安心と人が集まる磐田市の未来
を創る公共交通

目標１ 都市間や拠点間を結ぶ公共交通の
確保・維持

目標２ 拠点とその周辺地域を結ぶ地域交
通の確保・維持

目標３ 公共交通の利便性向上と利用促進



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 3

取組内容 取組の概要 実施結果 実施結果の考察

１ デマンド型乗
合タクシーの
啓発活動

・高齢者サロンでの制度周知
・磐田警察署の免許窓口での制度紹介
・地域と協力した制度周知と登録促進
・市ホームページや市広報紙への掲載
・制度説明動画の市ホームページ掲載
・高齢者に関係する機関と協力した制
度周知と登録促進

登録者数が前年度と比較
し、10.7％増加
令和４年度：10,969人
令和３年度： 9,913人

利用者数が前年度と比較
し、19.7％増加
令和４年度：40,138人
令和３年度：33,520人

高齢者や運転免許自主
返納者への移動手段の
確保に繋がっている。

２ 地域公共交通
計画の策定

・地域公共交通会議での意見聴取
・地域公共交通庁内会議での意見聴取
・アンケート調査
対象：市民、公共交通利用者 等

・ヒアリング調査
対象：市内高等学校、福祉施設 等

公共交通に対する課題が
浮き彫りになった。
・高齢者や運転免許自主
返納者等の移動手段の
確保

・デマンド配車の供給限
界への対応方法 等

将来を見据えて、地域
公共交通計画に今後の
方針を示すことで、持
続可能な公共交通に繋
げていける。

市ホームページへ
掲載した制度説明
の動画



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 4

〈福田線〉

指標 目標値 達成状況 考察

１日あたりの利用者数 7.3人 9.3人
啓発活動の効果による利用登録者数の増加に伴い、目標
値を2.0人上回った。

交通結節点利用者 246人 289人
利用者数の増加に比例し、交通結節点の利用者数も増加
した。

〈磐田中央線〉

指標 目標値 達成状況 考察

１日あたりの利用者数 27.6人 37.6人
啓発活動の効果による利用登録者数の増加に伴い、目標
値を10.0人上回った。

交通結節点利用者 785人 555人

年齢制限に伴い、利用対象者が65歳以上の高齢者である
ため、まん延防止等重点措置等の影響に伴う区域外への
外出控えにより、交通結節点の利用が減少したと推察さ
れる。

〈参考〉デマンド型乗合タクシーの利用状況

路線名 利用者数 利用者数（１日あたり） 交通結節点利用者

福田線
前年 2,650人 9.0人 158人

当年 2,731人 9.3人 289人

磐田中央線
前年 9,874人 33.7人 475人

当年 11,045人 37.6人 555人



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 5

〈参考〉デマンド型乗合タクシーの利用状況（全路線）
（運行期間：令和３年10月～令和４年９月） ※上段網掛け部分は前年度値



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 6

〈福田線〉

目標 計画目標の現在の到達点 今後の取組方針

１日あたりの利用者数 目標値を2.0人上回った。

■周知啓発活動の継続
・高齢者サロン等での制度周知
・警察署と連携した制度周知 等
■公共交通に関する講演会やシンポジウムなど
の開催

■運行内容の検討
・地域公共交通会議に検討部会を組織し、利用
者負担額と公費負担額の評価や見直し、デマ
ンド型乗合タクシーの運行を維持する。

交通結節点の利用者数 目標値を43人上回った。

目標 計画目標の現在の到達点 今後の取組方針

１日あたりの利用者数 目標値を10.0人上回った。

■周知啓発活動の継続
・高齢者サロン等での制度周知
・警察署と連携した制度周知 等
■公共交通に関する講演会やシンポジウムなど
の開催

■運行内容の検討
・地域公共交通会議に検討部会を組織し、利用
者負担額と公費負担額の評価や見直し、デマ
ンド型乗合タクシーの運行を維持する。

交通結節点の利用者数
目標値より230人と大き
く下回った。

〈磐田中央線〉



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 7

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

前
回

・公共交通計画の策定に向け、市民や高校生、
高齢者等にニーズ調査や意識調査を行い、現
状把握と課題の整理を計画どおりに行ってい
ることを評価します。
・デマンド型乗合タクシーの周知啓発事業と
して、昨年度に引き続き、高齢者サロンでの
説明や広報いわた・HPへの掲載を行ったこ
とを評価します。

・ニーズ調査や意識調査に基づき、市民等
の移動手段の確保・維持するため地域公共
交通計画の策定に取り掛かった。
・高齢者や運転免許自主返納者等の移動手
段を確保するため、引き続き、広報活動や
利用促進に努める。

・ニーズ調査等を反映させ、市民等の移
動手段の確保・維持し、公共交通を持続
可能なものとするため、計画を策定する。
・引き続き、地域、警察署、福祉関係機
関等と連携、協力のうえ、制度の周知拡
大に努め利用促進を図る。

・今年度の調査結果を元に、持続可能な地域
公共交通サービスを実現するための計画策定
を期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送
量が低迷している系統について、現状や問題
意識を県・関係市町村・関係事業者と共有
すると共に、当該系統の必要性に応じ、利用
促進や系統維持に向け県や関係者と連携し
て取組を実施されるよう期待します。

・ニーズ調査や意識調査に基づき、市民等
の移動手段の確保・維持するため地域公共
交通計画の策定に取り掛かった。
・二次評価結果を反映するように策定する
計画内に方針を示す。

・ニーズ調査等を反映させ、市民等の移
動手段の確保・維持し、公共交通を持続
可能なものとするため、計画を策定する。
また、地域間幹線系統路線の運行内容等
についても、関係者と協議する場を設定
することを計画内に方針を示していく。

前
々
回

デマンド型乗合タクシーの周知啓発の取組と
して、高齢者サロンでの説明や、利用促進検
討会の開催等を行い、高齢者等の利用促進に
取り組んだことについて評価します。

新型コロナウイルス感染症の影響が見通せ
ないことを考慮し、現状実績値を目標値と
する。
引き続き、広報活動や利用促進に努める。

地域、警察署、福祉関係機関等と連携・
協力して制度の周知拡大に努め利用促進
を図る。

持続可能な地域公共交通サービスを実現する
ための計画策定を早急に検討いただくようお
願いします。
計画策定に当たっては、現行の公共交通サー
ビスで地域ニーズに対応できているかどうか
の検証が必要です。

地域公共交通の維持・確保を図るため、磐
田市地域公共交通計画を策定する。

磐田市地域公共交通計画の策定を進め、
地域公共交通の維持確保に努める。

※前回：令和４年３月１０日、前々回：令和３年３月１日



6.計画・評価の推進体制 8

〈年間単位の進捗管理、評価スケジュール〉

【公共交通会議の実施状況】
第１回 ６月 １日 主な議題：磐田市地域内フィーダー系統確保維持改善計画

について
第２回 １０月１７日 主な議題：磐田市地域公共交通計画の策定について
第３回 １２月２７日 主な議題：単独継続困難申出路線及び市自主運行申出路線

について
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R9（2027）年度R4（2022）年度 R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度

計画期間

計画の策定

R5事業実施 R８事業実施R７事業実施 R９事業実施R６事業実施

次期計画の策定

R５年度の確認

・事業実施状況

・路線運行状況

R７年度の確認

・事業実施状況

・路線運行状況

R８年度の確認

・事業実施状況

・路線運行状況

R６年度の確認

・事業実施状況

・路線運行状況

アンケート調査

R６事業
の検討

アンケート結果

の確認

R４年度の確認

・事業実施状況

・路線運行状況

事業改善
見直し

R5事業
の検討

R7事業
の検討

R8事業
の検討

R9事業
の検討

R10事業
の検討

事業改善
見直し

事業改善
見直し

事業改善
見直し

事業改善
見直し



（別添１）

令和4年12月27日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

福田地区、磐田駅周辺地区及び磐田
市立総合病院等の運行

磐田市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

Ｂ ①福田地区デマンド型乗合タク
シー
〈目標値〉
１日あたりの利用者数　7.3人
交通結節点利用者数　246人
〈実績値〉
１日あたりの利用者数　9.3人
交通結節点利用者数　289人

②磐田中央地区デマンド型乗合
タクシー
〈目標値〉
１日あたりの利用者数  27.6人
交通結節点利用者数    785人
〈実績値〉
１日あたりの利用者数　37.6人
交通結節点利用者数    555人

※目標が達成できなかった理由
利用者数は増加したものの、新
型コロナウイルス感染症対策と
して発令されたそろりスタート
（R3.10.1～R3.10.14）及びまん延
防止等重点措置（R4.1.27～
R4.3.21）の影響に伴う区域外へ
の外出控えにより磐田中央線の
交通結節点の利用が減少した。

計画のとおり事業は適切に実施
された。
〈実施事業〉
・高齢者サロン等での説明
・広報いわた及び市ホームペー
ジへの掲載

A 地域、警察署、福祉関係機関等と連
携・協力して制度の周知拡大に努め、
利用促進を図る。

磐田市地域公共交通計画の策定を進
め、地域公共交通の維持・確保に努め
る。

新型コロナウイルス感染症
の影響が見通せないことを
考慮し、現状実績値を目標
値とした。

引き続き、広報活動や利用
促進に努める。

②磐田中央地区デマン
ド型乗合タクシー

磐田中央地区及び磐田市立総合病院
等の運行

①福田地区デマンド型
乗合タクシー
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（別添１－２）

令和4年12月27日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

本市の公共交通は、６つの鉄道駅と磐田駅から放射線状に伸びる路線バス網、市内全域で運行しているデマンド型乗合タクシー及び一般タクシーで構
成されている。また、デマンド型乗合タクシーは、鉄道及び路線バスに接続するフィーダー路線としての役割を果たすことにより、地域内はもとより地域
間を結ぶ公共交通ネットワークが形成されている。
今後、さらに高齢化が進展する中で、誰もが地域で安心して暮らし続けることができるよう、行政、交通事業者、地域住民、関係機関が役割を分担し、相
互に連携・協力しながら地域公共交通の確保・充実に取り組むことが必要である。

磐田市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金


